03　直説法によるヒンディー語授業の体験 by 浅山 佳郎 & Asayama Yoshiro
:HHllHllHlllHHHHllHllHH11日HHlHtHHHIJlHIHIF‖l‖lH‖lHHHHllHHlHllHH=HHHHHlHllJHHllHHH‖lHHIHl日日HI日日HHl日日lHHlHHHlH日日HHHHIJHl日日HHll
直説法 によるヒンデ ィ一語授業の体験

































































メラ ナム ワカマツ ジ.
私の名前は若松です｡
アブ テイク へ.-ハ メイ テイク 7.
お元気ですか｡- はい元気です｡
メイ ヒンデイバシャ キ アデイヤピカ ホ.
私はヒンディー語の先生です｡
また､ヒンディー語に用いられる文字の綴 りも
習ったが､非常に困難に思えた｡音声 として覚え
るのは簡単なようだが､綴 りまで覚えるとなると
かなりの時間と労力がかか りそうである｡
授業ではマイ トリーさんは､カタカナを発音記
号として用いた｡アルファベットでもかまわない
ところであるが､学習者の便を考えてのことだっ
たと思う｡そのようにして提示された単語を使っ
て､基本的な名詞述語文 (｢AハBデアル｣という
意味の文)の練習が行われた｡ヒンディー語の名詞
には性の別があるが､それによって名詞述語文を
作る述語 (繋辞または判定詞などの役割をはたす
請)の形がかわることなど､言葉によって説明し
なければ難 しいのではないかと思われるようなこ
とも､ヒンディー語だけで繰 り返 し例文を提示す
ることによって十分伝わることなどを経験できた｡
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性による属格表示の区別が分かった時には､ク た時に､無形のしかし確実な経験となるだろうと
ラス全体に ｢ああそうだったのか｣という意味の 考える｡
ため息が響いた｡この授業は､日本語教師となっ
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